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長期戦略テーマ 
アプリ研究開発Grp. 

アプリ研究開発Grp. 

HPC研究開発Grp. 

プロジェクトテーマ 

アプリ研究開発Grp. 

アプリ研究開発Grp. 

国プロテーマ 

アプリ研究開発Grp. 

HPC研究開発Grp. 

海外機関 

海外機関 

国予算 

国予算 参加企業・ 
企業組合 

社内Team 

参加企業・ 
企業組合 

社内Team 

参加アカデミア・国機関 

機関内Team 参加アカデミア・国機関 

機関内Team 

運営委員会 

運営主体 

企業・機関内に継続的にソ
フトの開発・維持・運用体
制を持ことがポイント。 外
部任せだけではうまくいか
ない 

各企業・機関で共通して必要と
なる戦略技術を研究開発。 
テーマは運営委員会で決定。 

個別の企業・機関またはグループが
必要とする技術の研究開発を委託。 
費用は個別に負担。 

国から直接、本組織へ継
続的な資金提供は無く、
各参加機関経由。 

本組織の技術を生かした
テーマで国プロへ参加・貢
献。 

本資料で検討する組織 

各プロジェクト実施を通
じて、各企業・機関。関
連するコミュニティに向
けた、人材育成を実施。 
対外的なプレゼンスが重
要 

人材育成 

企業・機関が運営にコミットし、
設立時の投資、その後の継続的な
費用負担に同意することが必要。 
要員の派遣も必要 各企業・機関のメンバーより構

成。 
全体の運営への責任、長期戦略
テーマ選定等を行う。 

人材交流、技術面で
連携 

参加企業・機関 
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Workshop in 2008 

4th Biosupercomputing Synposium in 
2012 
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